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今
年
度
の
大
会
は
、
令
和
三
年
九
月

二
十
五
日
（
土
）
十
時
五
十
分
か
ら
行

わ
れ
た
。こ
の
コ
ロ
ナ
禍
の
中
に
あ
り
、

Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
配
信
と
な
っ
た
。
こ
の
準
備

段
階
で
は
特
に
東
京
例
会
関
連
の
皆
様

に
大
変
な
ご
面
倒
を
お
掛
け
し
た
が
、

そ
の
御
蔭
で
無
事
開
催
で
き
、
成
功
裏

に
終
ら
せ
る
こ
と
が
で
き
た
。
会
員
の

皆
様
に
も
多
く
の
方
の
参
加
を
い
た
だ

き
、
確
認
し
た
同
時
接
続
人
数
は
１
１

４
名
に
達
し
た
。
ま
た
、
司
会
は
、
石

塚
修
理
事
、
山
田
哲
也
副
会
長
、
竹
内

順
一
理
事
、
田
中
秀
隆
理
事
に
担
当
い

た
だ
い
た
。

　

様
々
な
意
欲
的
な
研
究
発
表
を
頂

き
、
ま
た
岡
倉
天
心
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

も
活
発
な
議
論
と
な
っ
た
。
こ
こ
で
、

簡
単
に
経
過
を
振
り
返
っ
て
置
く
こ
と

が
、
今
後
の
為
に
必
要
で
あ
ろ
う
と
考

え
る
。

　

大
会
の
運
営
方
法
に
つ
い
て
は
、
理

事
会
や
東
京
の
担
当
の
方
々
で
の
会
議

（
注
）、
そ
し
て
当
日
の
実
行
部
隊
（
岡

本
（
浩
）、
福
島
、
依
田
、
石
塚
、
下
村
、

田
中
各
位
）
に
よ
り
綿
密
に
計
画
い
た

だ
い
た
。
中
途
で
若
干
行
き
違
い
も
生

じ
た
が
、
概
ね
あ
る
べ
き
方
向
で
落
着

い
た
と
思
え
る
。
実
は
、
ミ
ニ
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
な
実
行
方
法
も
考
え
て
頂
い
た

の
で
あ
っ
た
。

　

午
前
中
に
は
、
次
の
通
り
四
つ
の
研

究
発
表
を
い
た
だ
い
た
。

１　

増
山
真
一
郎
（
豊
橋
市
美
術
博
物

館
学
芸
員
）、
堀
場
美
佐
（
美
術
工
学

修
士
）「
天
正
十
年
の
千
利
休
―
新
出

古
田
織
部
宛
書
状
か
ら
」

２　

櫻
本
香
織
（
早
稲
田
大
学
大
学
院

博
士
後
期
課
程
）「「
利
休
回
帰
」と「
宗

統
復
古
」
―
『
南
方
録
』「
滅
後
」
冒

頭
部
を
起
点
に
―
」

３　

西
本
弘
之
（
米
子
工
業
高
等
専
門

学
校
）「
利
休
茶
道
具
の
美
し
さ
の
規

則
性
に
つ
い
て
―
園
城
寺
の
花
入
と
泪

の
茶
杓
の
画
像
計
測
に
よ
る
特
徴
点
抽

Japanese Society for Studies of CHANOYU

茶の湯
文化学会
会報

No.111

第111号／ 2021年12月23日
発行　茶の湯文化学会
京都市左京区下鴨森本町15
生産開発科学研究所内
〒606-0805
TEL 075-702-9270
FAX 075-702-9314
E-mail:chanoyu@oregano.ocn.ne.jp
https://www.chanoyu-bunka-gakkai.jp/

令
和
三
年
度
大
会
報
告

�

矢�

野�

　
環会長挨拶



─ 2 ─

出
に
関
す
る
考
察
―
」

４　

三
宅
秀
和
（
群
馬
県
立
女
子
大
准

教
授
）「
維
新
前
後
の
大
名
家
道
具
の

流
出
と
保
存
に
つ
い
て
―
熊
本
藩
細
川

家
の
場
合
を
中
心
に
」

１　

増
山
・
堀
場
発
表
は
、
新
出
「
古

田
佐
介
宛 

利
休
書
状 

十
月
十
六
日
」

の
文
中
の
「
秀
さ
ま
」＝
秀
吉
？　

を

鍵
と
し
て
、発
行
を
天
正
十
年
十
月（
利

休
六
十
一
歳
）と
比
定
し
、「
我
等
座
敷
」

＝
利
休
茶
室
、「
ち
り
紙
」
等
の
内
容

検
討
を
行
っ
た
。
つ
ま
り
本
能
寺
の
変

後
の
秀
吉
と
利
休
の
関
係
を
示
す
意

義
が
あ
る
と
さ
れ
る
。
史
料
の
公
刊
が

進
ん
で
お
り
、
利
休
の
手
紙
も
様
々
な

集
積
が
あ
り
、
さ
ら
に
画
像
比
較
も
容

易
に
な
っ
た
上
で
の
研
究
で
あ
り
、
学

恩
に
謝
す
る
も
の
と
言
え
る
。
質
疑
に

お
い
て
は
「
秀
さ
ま
」
に
秀
吉
以
外
の

可
能
性
を
指
摘
し
た
も
の
、「
ち
り
紙
」

に
関
し
て『
日
葡
辞
書
』も
話
題
と
な
っ

た
（
茶
の
湯
研
究
で
時
に
利
用
は
さ
れ

る
が
、
活
用
さ
れ
て
い
る
と
は
言
い
難

い
）。
こ
の
種
の
言
葉
の
解
釈
で
は
必

要
に
応
じ
て
『
羅
ポ
日
辞
書
』
も
見
る

べ
き
だ
が
、
う
ま
く
記
載
が
な
い
こ
と

も
多
い
。
香
の
関
係
で
、
有
効
な
利
用

が
で
き
た
こ
と
も
あ
っ
た
が
。
茶
室
と

い
え
ば
、
中
村
利
則
前
会
長
が
お
亡
く

な
り
に
な
っ
た
の
で
、『
山
上
宗
二
記
』

の
茶
室
図
の
描
画
法
、
ま
た
待
庵
と
さ

れ
た
図
は
確
か
に
そ
う
か
と
い
っ
た
事

項
が
そ
の
ま
ま
残
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い

る
。

２　

櫻
本
発
表
は
、実
山
編
『
南
方
録
』

の
典
拠
を
探
る
一
連
の
研
究
の
一
つ
で

あ
る
。
卍
山
道
白
や
梅
峰
竺
信
は
「
宗

統
復
古
運
動
」
を
展
開
し
た
。
特
に
元

禄
十
三
年
（
一
七
〇
〇
）
に
卍
山
が
幕

府
に
訴
え
た
文
書
が
中
心
と
な
る
。
卍

山
は
立
花
実
山
に
招
か
れ
る
。『
南
方

録
』
に
つ
い
て
は
、
幸
い
に
も
二
〇
二

一
年
十
月
に
、
筒
井
紘
一
氏
の
編
集
に

よ
る
、
本
文
２
色
刷
（
黒
、
赤
、
紫
墨
）

で
意
欲
的
な
解
題
の
、
茶
書
古
典
集
成

十
一
巻
『
南
方
録
と
立
花
実
山
茶
書
』

が
発
刊
さ
れ
た
。
実
山
の
み
な
ら
ず
、

寧
拙
に
よ
る
書
、参
考
史
料
と
し
て「
梵

字
艸
」
ま
で
収
め
た
画
期
的
な
も
の

で
あ
る
。『
淡
交
』
十
一
月
号
の
特
別

記
事
と
合
わ
せ
て
ご
覧
頂
き
た
い
。
実

山
と
寧
拙
が
実
際
に
『
南
方
録
』
を
著

述
し
た
年
代
は
、
利
休
百
回
忌
よ
り
も

遅
く
て
も
一
向
に
差
し
支
え
な
い
。
神

津
朝
夫
氏
も
、
今
年
四
月
の
『
茶
の
湯

の
歴
史
』
文
庫
本
に
て
、
時
期
が
遅
い

可
能
性
を
示
唆
し
て
お
り
、
か
つ
、
土

屋
宗
俊
に
対
抗
す
る
た
め
に
利
休
を
利

用
し
た
と
い
う
観
点
も
説
明
さ
れ
て
い

る
。
従
っ
て
、
卍
山
と
実
山
が
出
会
っ

た
時
期
が
一
見
遅
く
て
も
不
自
然
で
は

な
い
。
ま
た
質
疑
に
お
い
て
、
二
写
本

に
お
い
て
文
章
の
一
致
、
離
れ
て
い
て

も
数
語
の
一
致
の
場
合
は
関
連
が
推
定

さ
れ
る
が
、
ば
ら
ば
ら
の
語
句
の
場
合

は
一
概
に
言
い
難
い
と
い
う
意
見
が

あ
っ
た
。

３　

西
本
発
表
は
、
茶
道
具
の
見
方
に

理
工
学
的
な
観
点
も
提
唱
す
る
も
の
で

あ
っ
た
。
た
だ
し
、
一
般
論
と
し
て
形

態
の
類
似
性
は
「
特
徴
点
」
の
方
式
で

は
必
ず
し
も
良
く
反
映
し
な
い
。
そ
の

た
め
、
輪
郭
全
体
を
考
察
す
る
、
楕
円

Fourier

級
数
を
用
い
た
手
法
が
生
物

学
で
も
適
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
茶

道
具
の
場
合
も
、
既
に
茶
杓
に
つ
い
て

は
、
耕
三
寺
華
蓮
に
よ
る
発
表
が
近
畿

例
会
で
行
わ
れ
た
。
茶
杓
は
、
確
か

に
（
下
削
り
は
他
人
と
し
て
も
）
か
な

り
個
人
の
特
徴
が
で
る
こ
と
が
、
全
体

的
な
フ
ォ
ル
ム
の
把
握
で
解
っ
て
い
る

（
例
外
的
に
纏
ま
ら
な
い
家
元
も
存
在

す
る
が
）。
そ
れ
を
逆
に
言
う
と
、
特

徴
点
は
取
り
方
の
任
意
性
が
か
な
り
あ

り
、「
形
の
把
握
」
に
は
遠
い
、
と
い

う
例
で
も
あ
る
。
理
系
学
会
発
表
と
し

て
は
「
耕
三
寺
華
蓮
、
金
明
哲
（
二
〇

二
〇
）。
茶
杓
造
形
の
計
量
分
析
―
薮

内
家
の
茶
杓
系
統
に
つ
い
て
。
第
四
十

八
回
日
本
行
動
計
量
学
会
抄
録
集
、
一

五
六
―
一
五
七
、
九
月
一
日
―
四
日
」

（
耕
三
寺
は
前
期
課
程
は
私
の
院
生
で
、

退
職
後
は
金
教
授
の
博
士
後
期
課
程
所

属
）

４　

三
宅
氏
は
永
青
文
庫
美
術
館
（
竹

内
順
一
元
館
長
、
小
松
大
秀
館
長
）
に
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お
ら
れ
た
の
で
、
細
川
家
関
連
研
究
は

堅
実
で
あ
る
。
歴
史
の
あ
る
細
川
家
の

道
具
は
だ
れ
し
も
興
味
あ
る
。
と
か
く

頼
政
茶
壷
な
ど
を
考
え
が
ち
だ
が
、
明

治
に
苦
労
し
て
保
た
れ
た
こ
と
が
よ
く

わ
か
る
発
表
で
あ
っ
た
。
私
は
、
文
書

の
方
の
永
青
文
庫
（
熊
本
大
学
）
で
、

十
分
に
感
心
し
て
い
た
の
で
あ
っ
た
。

細
川
家
レ
ベ
ル
の
他
の
記
録
は
岡
山
池

田
家
で
あ
る
と
の
こ
と
。
将
軍
家
の
も

の
で
も
、家
光
収
集
道
具
の
一
級
品
は
、

明
暦
大
火
で
罹
災
し
、
焼
物
で
も
江
戸

城
の
あ
る
蔵
に
保
存
さ
れ
て
い
た
が
、

鶴
の
一
声
の
よ
う
に
、
内
々
に
清
水
徳

川
家
に
進
上
さ
れ
た
り
、
投
頭
巾
肩
衝

の
よ
う
に
開
城
の
と
き
に
持
ち
出
さ
れ

た
は
ず
だ
が
行
方
不
明
と
な
っ
た
。
そ

れ
ら
の
事
情
も
今
回
の
茶
書
古
典
集
成

一
六
『
名
物
記
集
成
』
で
誰
に
で
も
理

解
で
き
る
よ
う
に
な
る
予
定
で
あ
る
。

将
軍
家
茶
道
具
の
リ
ス
ト
と
い
う
と
、

か
つ
て
は
時
期
の
明
確
で
な
い
も
の
が

適
当
に
紹
介
さ
れ
て
い
た
が
、
竹
内
・

田
中
・
矢
野
の
青
山
会
調
査
（
と
直
前

の
小
浜
酒
井
）
に
よ
っ
て
、
正
保
三
年

の
御
物
と
諸
方
の
状
況
が
明
確
と
な

り
、
大
名
家
で
も
『
古
今
名
物
類
聚
』

を
含
む
刊
本
類
で
も
、
実
は
「
正
保
三

年
名
物
記
」
が
利
用
さ
れ
て
お
り
、『
玩

貨
名
物
記
』
は
『
大
正
名
器
鑑
』
ま
で

一
切
利
用
さ
れ
て
い
な
こ
と
が
は
っ
き

り
し
た
の
で
あ
っ
た
。

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
岡
倉
天
心
と
明
治

の
茶
の
湯
」
に
つ
い
て
は
、
田
中
秀
隆

理
事
（
大
日
本
茶
道
学
会
・
三
徳
庵
）

に
よ
る
報
告
が
別
途
行
わ
れ
る
の
で
、

こ
こ
で
は
民
間
の
こ
と
に
つ
い
て
の
み

触
れ
る
。
岡
倉
天
心
、
外
国
人
、
近
代

数
奇
者
、
家
元
と
い
う
観
点
か
ら
、
田

中
氏
の
基
調
講
演
の
後
、
中
村
修
也
会

長
（
文
京
大
学
）、
斎
藤
康
彦
山
梨
大

学
名
誉
教
授
、
依
田
徹
理
事
（
遠
山
記

念
館
）
に
よ
る
講
演
が
あ
っ
た
。
明
治

廿
九
年
に
は
大
師
会
、
三
十
一
年
に
日

本
美
術
院
設
立
と
い
っ
た
説
明
が
あ
っ

た
。
当
時
の
民
間
の
出
版
に
も
見
る
べ

き
も
の
が
あ
っ
た
。『
茶
の
湯
と
生
花　

博
文
館
日
用
百
科
全
書
第
二
編
』
明
治

廿
八
年
六
月
、
冒
頭
に
松
浦
心
月
の
言

葉
が
あ
る
。
書
き
出
し
が
「
茶
道
ハ
心

の
わ
さ
に
し
て　

手
の
技
に
あ
ら
す
」

と
。
江
戸
時
代
の
刊
本『
茶
式
湖
月
抄
』

利
用
が
明
白
で
あ
り
、
従
っ
て
『
南
方

録
』
の
記
事
が
色
々
入
っ
て
い
る
。
ま

た
、
利
休
百
会
記
刊
本
系
の
全
体
の
翻

刻
が
あ
る
。
今
ひ
と
つ
は
、『
主
客
案

内　

茶
の
湯
独
稽
古　

日
本
諸
芸
全
書

第
四
篇
』（
明
治
廿
九
年
八
月
序
文
、

明
治
三
十
三
年
八
月
発
行
、
武
田
交
盛

館
）
で
あ
り
、
こ
れ
も
『
南
方
録
』
の

影
響
が
あ
る
。
こ
れ
ら
に
民
衆
の
エ
ネ

ル
ギ
ー
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

今
後
の
茶
道
研
究
の
発
展
を
願
っ

て
、今
回
の
大
会
報
告
を
終
了
し
た
い
。

（
注
）
六
月
八
日
の
会
議
出
席
者
は
次

の
通
り
。
竹
内
順
一
、
岡
本
浩
一
、
石

塚
修
、
田
中
秀
隆
、
谷
村
玲
子
、
美
濃

部
仁
、
依
田
徹
各
理
事
、
福
島
修
、
下

村
奈
穂
子
両
幹
事
、
矢
野
環
、
山
田
哲

也
両
副
会
長
、
宮
崎
真
紀
子
事
務
局

シンポジウム
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令
和
三
年
度
総
会

　

令
和
三
年
六
月
六
日
（
日
）
に
開
催

を
予
定
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
本
年
度
総

会
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡

大
防
止
の
た
め
中
止
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
た
め
郵
便
に
よ
り
議
案
が
諮
ら
れ

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、〈
第
一
号
議
案
〉

令
和
二
年
度
事
業
報
告
、〈
第
二
号
議

案
〉
令
和
二
年
度
決
算
（
案
）、〈
第
三

号
議
案
〉令
和
三
年
度
事
業
計
画（
案
）、

〈
第
四
号
議
案
〉
令
和
三
年
度
予
算

（
案
）、〈
第
五
議
案
〉
役
員
選
出
（
案
）

の
件
に
つ
き
ま
し
て
、
会
員
総
数
六
五

〇
名
の
う
ち
二
五
五
名
よ
り
回
答
が
あ

り
、
い
ず
れ
も
コ
ロ
ナ
禍
、
例
外
的
承

認
の
意
思
が
示
さ
れ
ま
し
た
。

ご
報
告

　

中
村
修
也
氏
（
当
時
会
長
）
か
ら
、

令
和
三
年
の
大
会
終
了
後
に
、
九
月
二

十
五
日
付
の
矢
野
・
山
田
両
副
会
長
と

事
務
局
宛
メ
ー
ル
に
て
、
茶
の
湯
文
化

学
会
を
退
会
す
る
、
と
の
申
し
出
が
あ

り
ま
し
た
。

　

慰
留
に
努
め
ま
し
た
が
、
ご
意
志
が

堅
か
っ
た
の
で
、十
二
月
十
二
日
（
日
）

に
理
事
会
を
開
催
し
、退
会
を
確
認
し
、

新
会
長
を
選
出
す
る
選
考
委
員
会
の
メ

ン
バ
ー
を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

来
る
令
和
四
年
の
総
会
に
て
新
会
長

が
選
出
さ
れ
る
ま
で
は
、
両
副
会
長
が

会
務
を
代
行
い
た
し
ま
す
。

例
会
の
ご
案
内

※ 

例
会
の
日
程
・
会
場
等
、
変
更
す
る

場
合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
ま
た
は
事
務
局
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

東
京
例
会

令
和
四
年
年
三
月
十
三
日
（
日
）

午
後
二
時
～

（
Ｚ
ｏ
ｏ
ｍ
開
催
）

「
近
代
数
寄
者
の
表
装
―
『
大
正
茶
道

記
』
に
み
る
「
佐
竹
本
三
十
六
歌
仙
絵
」

の
表
装
」

濱
村
繭
衣
子

「
渡
辺
又
日
庵
と
そ
の
一
族
の
茶
の
湯
」

水
野
荘
平

北
陸
例
会

令
和
四
年
三
月
十
二
日
（
土
）

「
未　

定
」

高
知
例
会

令
和
四
年
二
月
六
日
（
日
）

午
前
十
時
～
正
午

会
場
：
高
知
県
立
文
学
館　

慶
雲
庵
茶
室

高
知
支
部
二
〇
二
二
年
度
事
業
計
画

第
四
代
熊
倉
会
長�

「
京
都
文
化
功
労
者
」表
彰

　

第
四
代
茶
の
湯
文
化
学
会
会
長
熊
倉

功
夫
先
生
が
、
京
都
文
化
功
労
者
（
学

術
（
日
本
文
化
））
と
し
て
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

京
都
市
で
は
、
毎
年
、
永
年
に
わ
た

り
市
の
文
化
の
向
上
に
多
大
な
御
功
労

の
あ
っ
た
方
々
を
「
京
都
市
文
化
功
労

者
」
と
し
て
表
彰
し
て
い
ま
す
。
今
年

度
は
令
和
三
年
十
一
月
二
十
二
日（
月
）

京
都
市
役
所　

正
庁
の
間
に
お
い
て
、

表
彰
式
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

新
刊
案
内

『
茶
の
湯
の
茶
碗
』
全
五
巻

第
五
巻
『
樂
茶
碗
』　

淡
交
社　

定
価

六
、
九
三
〇
円

『
宗
旦vs.

遠
州
　
茶
道
に
二
大
流
派
を

築
い
た
先
導
者
』

矢
部
良
明
著　

宮
帶
出
版
社

定
価
二
、
九
七
〇
円

『
現
代
語
訳
　
不
白
筆
記
』

谷　

晃
著　

河
原
書
店

定
価
三
、
六
三
〇
円
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『
茶
書
古
典
集
成
　
十
一
　
南
方
録
と

立
花
実
山
茶
書
』

筒
井
紘
一
編　

淡
交
社

定
価
一
一
、
〇
〇
〇
円

質
問
コ
ー
ナ
ー

  

質
問 　
　
　

　
「
茶
事
」
と
「
茶
会
」
を
区
別

す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
い
つ

頃
か
ら
で
し
ょ
う
か
？

　

本
来
「
茶
会
」
と
は
「
茶
事
」

の
こ
と
だ
っ
た
と
思
う
の
で
す

が
、
今
は
区
別
し
て
い
ま
す
。
そ

れ
は
「
大
寄
せ
の
茶
会
」
と
「
正

式
な
茶
事
」
を
区
別
す
る
必
要
が

生
じ
た
か
ら
だ
と
考
え
る
と
、「
大

寄
せ
の
茶
会
」
が
多
く
行
わ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
時
代
以
降
の
こ
と

で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
す
る
と
、「
大
寄
せ
の
茶

会
」
が
多
く
な
っ
た
時
代
と
は
、

い
つ
頃
な
の
で
し
ょ
う
か
？　

第

二
次
世
界
大
戦
後
で
し
ょ
う
か
、

茶
道
を
学
ぶ
女
性
が
増
え
た
明
治

時
代
で
し
ょ
う
か
、
或
い
は
、
そ

れ
以
外
の
時
期
で
し
ょ
う
か
。
ご

教
授
い
た
だ
け
ま
し
た
ら
有
難
く

存
じ
ま
す
。

 

（
高
橋
尚
美
（
学
生
会
員
））

 

　
　
　
　
　
　
　
　

  
「
解
説
」 　
　
　

　
「
茶
会
」
と
「
茶
事
」
の
語
は

茶
の
湯
成
立
以
前
か
ら
あ
り
、
両

語
と
も
今
と
は
異
な
る
集
い
を
意

味
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
に
変
化
し
て

行
き
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
茶
の
湯
の
茶
書
で
両
語

の
使
用
状
況
を
追
う
と
、「
茶
事
」

の
語
の
使
用
は
漢
文
体
で
茶
の
事

を
意
味
し
た
も
の
を
数
え
て
も
、

『
烏
鼠
集
四
巻
書
』（
一
五
七
二

頃
）、『
長
闇
堂
記
』（
一
六
四
〇
）、

『
藻
志
穂
草
』（
一
六
六
〇
）、『
四

祖
伝
書　

三
斎
公
伝
書
』（
一
六

四
八
～
五
二
）、『
古
田
織
部
正
殿

聞
書
』（
一
六
六
六
）、『
茶
話
指

月
集
』（
一
七
〇
一
）、『
源
流
茶
話
』

（
一
七
四
五
）
な
ど
に
数
回
使
わ

れ
る
程
度
で
す
。

　

そ
う
し
た
な
か
『
不
白
筆
記
』

（
一
七
五
七
）
と
、同
時
代
の
『
茶

話
抄
』
で
「
茶
事
」
の
文
言
が
急

増
し
ま
す
。
当
時
、
茶
道
人
口
が

増
加
し
て
『
茶
話
抄
』
の
編
集
に

も
関
わ
っ
た
川
上
不
白
ら
に
よ

り
、「
茶
事
」
の
語
が
江
戸
か
ら

諸
藩
へ
も
浸
透
し
た
時
期
と
い
え

そ
う
で
す
。

　

た
だ
、
そ
の
後
「
茶
事
」
の
語

の
使
用
頻
度
が
多
少
上
が
っ
た
と

は
い
え
、
そ
の
意
味
合
い
は
茶
の

湯
の
会
や
、
茶
の
湯
そ
の
も
の
を

指
す
な
ど
、
幕
末
ま
で
現
在
よ
り

多
様
な
用
法
の
よ
う
で
す
。

　

さ
て
、
幕
末
か
ら
明
治
初
期
に

は
、
煎
茶
の
大
茶
会
が
流
行
し
て

い
ま
し
た
。そ
し
て
明
治
十
五
年
、

田
能
村
直
入
の
初
会
（
初
釜
）
七

席
の
中
に
、
抹
茶
の
薄
茶
席
が
一

席
設
け
ら
れ
ま
す
。
以
後
の
抹
茶

の
大
寄
せ
茶
会
は
、
利
休
三
百
年

茶
会
（
明
治
二
二
・
二
三
）
を
皮

切
り
に
、
大
師
会
（
二
八
）、
小

堀
宗
甫
二
百
五
十
年
忌
追
善
茶
会

（
二
九
）、
豊
太
閤
三
百
年
祭
（
三

一
）、
表
千
家
七
代
如
心
斎
百
五

十
年
忌
茶
会
（
三
三
）、
北
野
神

社
献
茶
式
（
三
五
）
と
続
き
ま
す
。

そ
の
後
も
明
治
三
十
年
代
は
、
毎

年
様
々
な
年
忌
茶
会
が
催
さ
れ
、

大
寄
せ
茶
会
は
盛
況
を
呈
し
ま
し

た
。

　

す
る
と
、
茶
会
の
中
で
も
中
立

を
有
す
る
会
や
、
そ
う
し
た
形
式

に
「
茶
事
」
の
語
を
用
い
る
傾
向

が
強
く
な
る
の
は
近
代
以
降
と
み

ら
れ
ま
す
。
そ
の
状
況
を
知
る
手

掛
か
り
に
『
茶
道
月
報
』（
大
正

十
一
年
創
刊
）
の
会
記
欄
を
繰
る

と
、
毎
号
、
見
出
が
付
さ
れ
た
各

流
派
の
会
記
が
、
約
十
～
三
十
数

件
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
の
内
、

二
、
三
件
の
茶
事
の
会
記
の
見
出

し
に
は
、
必
ず
「
茶
事
」
の
語
が

あ
り
、
大
半
の
大
寄
せ
茶
会
の
見
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出
し
と
、
使
い
分
け
が
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
が
、
大
正

期
か
ら
昭
和
八
年
頃
ま
で
毎
月
続

き
ま
す
。（
昭
和
九
年
に
は
掲
載

地
域
が
広
が
り
、
茶
事
の
会
記
は

殆
ど
あ
り
ま
せ
ん
）

　

つ
ま
り
明
治
期
に
大
寄
せ
茶
会

が
盛
ん
に
な
り
、
大
正
期
の
新
聞

数
紙
に
茶
会
記
事
が
掲
載
さ
れ
、

他
方
、
茶
道
専
門
誌
の
発
行
当
初

か
ら
、
こ
う
し
た
茶
会
記
掲
載
が

昭
和
初
期
ま
で
続
き
、
昭
和
初
期

に
は
流
儀
機
関
誌
が
相
次
い
で
創

刊
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
新
聞

を
は
じ
め
こ
れ
ら
全
て
に
、
両
語

の
規
則
的
な
「
区
別
」
は
み
ら
れ

ま
せ
ん
。

　

よ
っ
て
一
つ
の
考
え
方
と
し

て
、
茶
の
湯
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
が

始
動
し
た
大
正
期
か
ら
昭
和
初
期

を
「
茶
事
」
の
語
の
、
狭
義
的
な

語
用
の
浸
透
期
、
と
捉
え
る
こ
と

が
で
き
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
そ
れ
な
ら
、
昭
和
中
半
頃
ま

で
の
書
籍
に
み
る
「
茶
事
」
の
語

用
に
、
含
み
の
表
現
が
ま
ま
あ
る

こ
と
も
理
解
で
き
ま
す
。

 

（
中
村
幸
）

 

　
　
　
　
　
　
　
　

お
知
ら
せ

令
和
四
年
度
総
会
・
大
会
の
ご
案
内

　

令
和
四
年
度
総
会
・
大
会
を
左
記
の

日
程
で
計
画
中
で
す
。
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
及
び
令
和
四
年
四
月
に
郵
送
に

て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

日　

程
： 

令
和
四
年
六
月
四
日
（
土
）・

五
日
（
日
）

テ
ー
マ
： 「
わ
び
茶
の
生
成　

珠
光
か

ら
利
休
へ
」

令
和
四
年
度
大
会
発
表
者
募
集

　

令
和
四
年
度
の
研
究
発
表
者
を
募
集

し
ま
す
。
発
表
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

大
会
研
究
発
表
用
概
要
書
式
を
添
え

て
、
学
会
事
務
局
ま
で
メ
ー
ル
も
し
く

は
郵
送
で
ご
応
募
下
さ
い
。
大
会
終
了

後
、
発
表
内
容
を
ベ
ー
ス
と
し
て
論
文

に
ま
と
め
、学
会
誌
『
茶
の
湯
文
化
学
』

に
投
稿
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
な
発
表

を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

開
催
日
程
：
令
和
四
年
六
月
四
日
（
土
）

応
募
資
格
： 

茶
の
湯
文
化
学
会
会
員
で

あ
る
こ
と

募
集
締
切
： 

令
和
四
年
二
月
十
日（
木
）

発
表
時
間
： 

研
究
発
表
二
十
分　

質
疑

応
答
十
分

・ 

メ
ー
ル
で
の
応
募
の
場
合
は
、
件
名

を
「
令
和
四
年
度
大
会
発
表
募
集
」

と
し
て
下
さ
い
。

・ 

応
募
の
際
は
連
絡
先
の
ほ
か
、
現
在

の
所
属
先
、
肩
書
等
も
あ
れ
ば
、
併

せ
て
お
知
ら
せ
下
さ
い
。

・ 

応
募
多
数
の
場
合
は
、
審
査
の
上
決

定
い
た
し
ま
す
。

・ 
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

・ 

そ
の
他
ご
質
問
等
ご
ざ
い
ま
し
た
ら
、

学
会
事
務
局
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。

※ 

事
務
局
の
年
末
年
始
の
休
業
は
、
令

和
三
年
十
二
月
二
十
八
日
（
火
）
～

令
和
四
年
一
月
五
日
（
水
）
と
な
り

ま
す
。

※ 

年
会
費
未
納
の
方
は
、
至
急
払
込
み

く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。


